
将来のあらゆる選択肢について子供が自由な希望を抱くことができるようにするため、文部科学省
では、無意識の思い込み・固定的な性別役割分担意識の解消に向けた取組を推進しております。
 保護者のみなさまへのお願い

• この資料では、男女共同参画社会における大切な考え方について、簡単に紹介しています。
男女共同参画についてご理解いただくとともに、この機会に、ご家庭内でお子さんと話し合い
の場を設けたり、お子さんへの普段の声掛けについて振り返ったりしてみてください。

• 文部科学省ホームページにおいて教材や家庭学習資料を公開していますので、
ご家庭での学習にご活用ください。（裏面参照）

ご家庭での取組のお願い

 無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）

例えば

 固定的な性別役割分担意識

例えば

無意識の思い込み・固定的な性別役割分担意識の解消はなぜ必要なの？
性別を理由に自らの意欲・能力が十分に活かせず、幸福が感じられないといった状況が生じないよう、
無意識の思い込みや固定的な性別役割分担意識、性差別意識のない社会を実現することが大切です。
大人の無意識の思い込みや固定的な性別役割分担意識に基づく何気ない言動が、子供の男女共同参画への
意識や、進路・生き方等に影響を与える可能性があります。性別にかかわらず、一人一人の子供が能力や
個性を発揮できるような社会にすることが大切です。

誰もが潜在的に思い込みを持っています。
育つ環境、所属する集団の中で無意識の
うちに脳にきざみこまれ、既成概念、固定
観念となっていきます。

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を
決めることが妥当であるにもかかわらず、「男は仕事・
女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等
のように、男性、女性という性別を理由として、役割を
固定的に分ける考え方があります。 

と言われたことや、言ったことはありますか？

男／女なんだから○○しなさい

男／女は○○してはいけない

○○は男／女の役割だ

と言われたり、思ったりしたことはありますか？
○○は男／女がするべきことではない

身近なところにも男女共同参画が関わっています

男女共同参画社会は、一人一人の人権が尊重され、すべての人が自分らしく生きられる社会です。
大人も子供も、一人一人が意識し行動することで、身近なところから男女共同参画を進めていく
ことが可能です。

性別に関係なく協力しましょう自他を大切にし、
相手の気持ちや個性を尊重しましょう

男女共同参画の促進に向けてできること

「学校と地域で育む男女共同参画」のご案内



小・中学生を対象に、男女の尊重や自分を大事にすることの理解、固定的な性別役割分担意識解消の
理解を深める教材及び指導の手引き等を作成しております。

小学生向け家庭学習資料例 保護者向け啓発資料（小学生）例

※別途、中学生版もあります

各段階の教材等は、下記のサイトよりダウンロードできます。

 文部科学省ホームページ 「学校と地域で育む男女共同参画の促進」      
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1376840_00004.htm

「学校と地域で育む男女共同参画」教材一覧

小学生（低学年）向け 教材例

小学生（高学年）向け 教材例

小学生（中学年）向け 教材例

中学生向け 教材例

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1376840_00004.htm
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